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研究成果の概要（和文）：アクション・コントロールにおける言語性作動記憶の役割を検討する

ため、アクション・スリップ誘導法を確立し、種々の実験条件におけるアクション・スリップ

の生起状況を検討した。特に、２つのアクションの構成要素が入れ替わってしまう「アクショ

ン・スプーナリズム」が、言語性作動記憶の働きを阻害する構音抑制という二次課題のもとで

劇的に増加することが示され、系列コントロールが必要な条件下で、アクション・コントロー

ルを支える認知セットバインディングが言語性作動記憶の働きに依存していることが示された。 
 
研究成果の概要（英文）： In a series of experiments, our participants imitated two 
video-presented actions either in the order presented or in reversed order, performing the 
actions in time with tones. This technique produced action spoonerisms and other types of 
action slip. The former increased equally when articulatory suppression and body 
movement suppression were performed concurrently, but the latter increased more under 
the movement suppression condition than under the articulatory suppression and silent 
control conditions. Furthermore, when conflict regarding the sequence of the two actions 
was minimized, the effect of articulatory suppression on the frequency of action 
spoonerisms decreased. The data suggested that articulatory suppression can induce action 
slips by weakening action binding under conflict regarding action sequences. 
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１．研究開始当初の背景 
 作動記憶(working memory)とは，さまざ

まな課題の遂行時に，一時的に情報を保持す
る機能・機構・システムをさす．言語情報の
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保持に特化しているものを言語性作動記憶
と呼ぶ． 
 これまでの作動記憶研究では，特にそのメ
カニズムに関するものが多く，また，作動記
憶の機能と働きに焦点をあてたものであっ
ても，読解や計算，あるいは推論や視空間的
思考など，内的な認知過程における作動記憶
の役割に注目していた．一方で，作動記憶は，
アクション (action; 行為)を制御するための
システムとしても想定されており，初期の作
動記憶モデルは，アクション・コントロール 
(action control)をターゲットとしたNorman 
& Shallice (1986)の SAS モデルを援用しな
がら作動記憶の働きを推測している．具体的
には，複数の競合するアクションが選択肢と
して存在する場合，その時の課題目標 (task 
goal)に合わせて，適切なアクションを選択す
る必要があるが，その課題目標の保持や，さ
らにはアクションのための認知セット 
(cognitive set＝特定のアクションの実行に
必要となるスキーマ)の活性化と保持が作動
記憶の働きによって支えられていると考え
られる．しかしながら，これまでの作動記憶
研究では，このテーマが十分に取り上げられ
ておらず，アクション・コントロールにおけ
る作動記憶の役割の検討は，これからの重要
課題であるとみなされている  (Baddeley, 
2007)． 
 アクション・コントロールにおける作動記
憶の役割の直接的な検討は， Baddeley, 
Chincotta, & Adlam (2001)によって開始さ
れた．彼らは，アクションの選択と実行を支
える制御過程に必要となる作動記憶の役割
を検討するために，課題スイッチング(task 
switching)パラダイムを用いた．このパラダ
イムでは，実験参加者は２つの課題を交互に
遂行することを求められるため，実行すべき
課題（すなわち，とるべきアクション）の選
択とその認知セットの準備が常に必要とさ
れる．この課題スイッチングの遂行成績が，
二 次 課 題 と し て 構 音 抑 制 (articulatory 
suppression)の同時遂行を課した場合，大き
く低下する（反応時間が長くなる）ことが示
されている（e.g., Saeki & Saito, 2004）．構
音抑制は言語性作動記憶の働きを妨害する
と考えられており（e.g.,Morita & Saito, 
2007），この結果は，アクション・コントロ
ールにおける言語性作動記憶の働きを示す
ものとしてとらえられている． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，言語性作動記憶が課題スイッ
チングパラダイムにおいて２つの役割を担
っていると想定している：系列順序コントロ
ール (serial order control)と認知セットバイ
ンディング  (cognitive set binding)である
（Saeki, Saito, & Kawaguchi, 2006）．系列

順序コントロールとは，複数の課題（アクシ
ョン）の実行順序を保持し，適切な順序でア
クションを選択する制御過程である．認知セ
ットバインディングとは，選択されたアクシ
ョンに含まれる構成要素を束ね（すなわち，
認知セットを活性化して）アクションを実行
可能な状態にする制御過程であり，具体的に
は，各課題における刺激-反応マッピングなど
の情報検索を含む．本研究の目的は，これら
２つの制御過程における言語性作動記憶の
役割が，実際の行為のレベルにおいても具現
されるのかについて，アクション・スリップ
誘導法 (action slip induction technique)を
用いて検討すること，この検討を通じて，言
語性作動記憶のアクション・コントロールに
おける役割をモデル化することであった． 
 
３．研究の方法 
＜アクション・スリップ誘導法＞ 
 一般に，人間の起こすエラーやスリップは，
認知システムが持つ規則からの逸脱ではな
く，規則の現れであると考えられており，エ
ラーの詳細な分析・検討は，認知システムの
メカニズムに関する貴重な情報を提供する．
こうした観点から，我々の研究室では，スピ
ーチ・エラーを引き出す実験的手法を用いた
研究を実施してきた（A. Saito & S. Saito, 
2002; 齊藤, 2003; Saito & Baddeley, 2004,）．
本研究で用いられるアクション・スリップ誘
導法は，順序競合法と呼ばれるスピーチ・エ
ラー誘導法のロジックを，行為のエラーを引
き起こすために利用したものである 
(Mattson, & Baars,1992)． 
 

図１ アクション・スリップ誘導法 
 
 
 このアクション・スリップ誘導法では，実
験参加者は，２つの単純なアクション（たと
えば，「左手を左にのばす」と「右を向く」）
をビデオ映像から連続して提示される．ビデ
オ映像の後に提示される合図に従い，実験参
加者は，これら２つのアクションを「提示と
同じ順序」か，あるいは「提示とは逆の順序」
で，あるタイミングで実演する（図１参照）．
ここで予想されるアクション・スリップは，
行為を構成する下位要素の入れ替わりによ
って生起するものであり，たとえば，「右手



 

 

を右にのばして左を向く」とか「左手を左に
のばして左を向く」というようなものである
（前者を完全スプーナリズム，後者を部分ス
プーナリズムと呼ぶ）． 
 この課題の遂行に（そして我々の行為の実
行一般に）言語性作動記憶が関与していると
予想する３つの根拠がある：(1) アクション
が適切な順序で遂行されなければならない
ため，系列順序コントロールが必要とされる．
(2) 個々のアクションは複数の構成要素（動
作の種類，方向など）から成っており，これ
らの要素の適切なバインディングが必要で
ある．(3) 身体の運動パターンの系列再生課
題の成績が，記銘材料提示時の構音抑制の同
時遂行によって大きく低下することから，身
体運動パターンの記憶は何らかの言語的な
情報の利用によって補助されていると考え
られている（金敷・藤田・齊藤・加藤, 2002,）． 
 以上のことから，アクション・スリップの
データパターンの分析から，アクション・コ
ントロールにおける言語性作動記憶の役割
をモデル化することが可能であると考えた．
そしてこの目的を達成するために，まず，ア
クション・スリップ誘導法を確立して基礎デ
ータを収集し，続いて，二重課題法を利用し
てスリップの背後にある要因を探ることと
した． 
 
４．研究成果 
(1) アクション・スリップ誘導法の確立とア
クション・スリップ生起率への構音抑制と運
動抑制の影響 
 
実験参加者：大学生 60 名 
実験デザイン：被験者間１要因 
 コントロール(silent)条件（N=20）では，
参加者はアクション・スリップ誘導法の課題
のみに従事した． 
 構音抑制(articulation)条件(N=20)では，
参加者は最初の合図音からアクションの模
倣を開始するまで，「あいうえお」を繰り返
し言うことを求められた（齊藤, 1993 の方法
に準ずる）． 
 運動抑制(movement)条件(N=20)では，参加
者は最初の合図音からアクションの模倣を
開始するまで，一定の運動パターンを繰り返
すことを求められた (金敷ら,2002)． 
 この実験での材料は，Mattson & Baars 
(1992)で用いられた 30の行為ペアであった． 
これらの材料を用いたアクション・スリップ
誘導法によって，比較的高い率でエラーが得
られることが確認され，この実験方法の有効
性が示された． 
 得られたアクション・スリップを，スプー
ナリズム (Spoonerisms)とその他 (Others)
に分類したところ，図２に示される通り，そ
の他のエラーでは，構音抑制はコントロール

条件と比べて差が見られなかったが，運動抑
制条件ではエラーが多かった．一方，スプー
ナリズムは，構音抑制条件でも運動抑制条件
でもコントロール条件よりも多く見られた．
運動抑制はアクション・スリップ全体を増や
す傾向があるのに対し，構音抑制はスプーナ
リズムのみを増加させたという事実は，構音
抑制が妨害している言語性作動記憶の役割
が，スプーナリズムを防ぐような機能（すな
わち，アクションの構成要素を束ねる，認知
セットバインディングの働き）を担っている
ということを示唆している． 

 
図２ タイプ別アクション・スリップの条件
ごとの生起率（エラーバーは標準誤差） 
 
 
(2) ２つのアクションの順序の予測可能性
がアクション・スプーナリズムに与える影響 
 
実験参加者：大学生・大学院生 60 名 
実験デザイン：２要因計画（予測可能性，二
重課題） 
 予測可能性 (predictability)の要因は被
験者間で操作された．30 名の被験者は常に提
示された順序から反応する順序が予測でき
た(predictable; 予測可能条件)が，残りの
参加者では２つのアクションの提示が終了
するまでどちらのアクションを先に実行す
るのか不明であった（unpredictable; 予測
不能条件）． 
 ２重課題の要因は，被験者内で操作された
（コントロール条件と構音抑制条件）． 
 材料は，左右，上下，といった方向や，「２
回たたく」というような回数といった情報を
アクションの構成要素として計画的に組み
込み，それらがアクション同士で入れ替わっ
てもアクションが成立する対を作成した．合
計で 32 対が実験に使用された． 
 図３に示されているように，構音抑制によ
るアクション・スリップ生起率全体の増加は，
予測不能条件で大きかった．アクションの順
序が予測可能である場合には，構音抑制の影
響は相当に小さい． 
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 また，図４に示されている通り，この傾向
はアクション・スプーナリズムのみを取り上
げた分析でも同様に見られている． 
 

 
図３ 予測可能性条件別の構音抑制の影響
（すべてのアクション・スリップ，エラーバ
ーは標準誤差） 
 
 

 
図４ 予測可能性条件別の構音抑制の影響
（アクション・スプーナリズム，エラーバー
は標準誤差） 
 
 以上の結果から，次のことが指摘できる．
(a)２つのアクションの順序が予測可能であ
る場合には，アクション同士の順序競合が低
く，そのため，アクション・スリップ，特に
アクション・スプーナリズムが生起しにくく
なる．つまり，順序競合がスプーナリズムを
誘導している可能性がある．(b)このことは，
順序競合が，アクションの構成要素の結びつ
け（すなわち認知セットバインディング）を
崩壊させる可能性を示している．(c)したが
って，順序競合の高い状況では，アクション
の構成要素の結びつきが崩壊しないように
作用するメカニズムが特に必要である．(d)
この役割の一部を担っているのが言語性作
動記憶であり，何らかの言語的サポートによ
って構成要素同士を結びつけていると考え
られる． 

 本研究は，アクション・スリップ誘導法と
いう実験手法を用いて，アクションを支える
認知セットバインディング（アクションの構
成要素同士の結びつき）の順序競合に対する
脆弱性を示すとともに，そうした脆弱性を克
服するためのメカニズムとして言語性作動
記憶が重要な役割を担っていることを示し
た． 
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